[作品研究] 描くべきものを描く : 中村不折《廓然無聖》 by 古舘 遼






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図1  中村不折《廓然無聖》1914年  東京国立近代美術館蔵













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図4  中村不折《裸体習作》1902年頃  
台東区立書道博物館蔵
図2  中村不折《卞和璞を抱いて泣く》1914年  
信州高遠美術館蔵
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り
、
詩
人
で
美
術
評
論
家
の
川
路
柳
虹（
一
八
八
八
―
一
九
五
九
）
が
こ
の
批
評
を
寄
せ
た
誌
面
が
世
に
出
た
の
は
一
九
二
一
年
一
一
月
の
こ
と
で
あ
る
。
皮
肉
の
こ
も
っ
た
評
価
は
、
画
家
の
態
度
が
一
貫
し
て
い
る
こ
と
の
証
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。
　
た
だ
少
な
く
と
も
、
不
折
は
周
囲
の
動
向
に
無
頓
着
で
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
最
先
端
の
芸
術
の
動
向
に
背
を
向
け
て
い
た
の
で
は
な
く
、
日
本
の
画
家
た
ち
の
態
度
を
憂
慮
し
て
い
た
こ
と
が
、
様
々
な
叙
述
か
ら
う
か
が
え
る
。
　
各
々
の
個
性
が
思
ふ
や
う
に
発
達
す
る
処
に
芸
術
の
尊
さ
が
あ
る
。
一
生
懸
命
に
セ
ザ
ン
ヌ
や
ル
ノ
ワ
ル
の
真
似
を
し
て
ゐ
た
の
で
は
そ
の
人
の
個
性
等
は
薬
に
し
た
く
も
出
る
訳
は
な
い
。﹇
中
略
﹈セ
ザ
ン
ヌ
も
え
ら
い
。
ル
ノ
ワ
ル
も
え
ら
い
。
併
し
そ
れ
等
の
真
似
を
し
て
ゐ
た
だ
け
で
は
そ
れ
以
上
に
出
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
思
ふ
。
﹇
中
略
﹈
　
今
の
日
本
の
芸
術
は
日
本
と
い
ふ
も
の
の
よ
い
処
の
何
分
の
一
を
も
取
り
残
し
て
ゐ
な
い
。
ル
ノ
ワ
ル
や
セ
ザ
ン
ヌ
等
の
あ
と
を
追
ふ
よ
り
は
西
洋
人
の
取
り
得
な
い
処
の
日
本
特
有
の
も
の
を
作
る
が
い
い
。﹇
註
10
﹈
　
絵
ゑ
画
を
描
く
に
其
時
代
に
媚
び
て
、
一
時
を
僥
倖
す
る
や
う
な
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
卑
屈
千
万
な
話
で
、
俗
眼
か
ら
超
然
と
し
て
立
つ
て
ほ
し
い
、
既
に
文
展
で
も
第
一
回
の
高
賞
の
が
、
今
日
見
る
と
其
色
彩
の
剥はく
退たい
せ
る
と
同
じ
く
、
極
め
て
平
凡
な
作
品
た
る
を
感
じ
る
や
う
な
の
で
も
知
ら
れ
る
、﹇
註
11
﹈
　
不
折
は
、
新
し
い
芸
術
の
動
向
を
考
慮
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
く
、
流
行
に
飛
び
つ
く
こ
と
を
問
題
視
し
た
の
だ
っ
た
。
単
に
、
前
近
代
的
な
表
現
に
固
執
し
て
い
た
と
見
な
す
の
は
適
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
時
代
錯
誤
と
も
取
ら
れ
た
一
連
の
歴
史
画
は
、
時
代
の
趨
勢
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
描
く
べ
き
も
の
を
描
く
と
い
う
頑
固
な
ま
で
の
信
念
の
表
れ
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
若
し
新
ら
し
い
方
へ
進
む
だ
け
の
覚
悟
が
あ
る
な
ら
外
形
的
の
こ
と
に
の
み
流
れ
ず
、
更
に
一
歩
踏
み
込
ん
で
、
深
奥
な
る
人
生
の
大
秘
密
を
捉
え
て
も
ら
ひ
た
い
も
の
だ
、
或
一
人
の
真
似
を
し
て
、
其
又
真
似
を
し
て
、
同
臭
味
同
傾
向
の
徒
が
一
党
を
結
ん
だ
と
て
、
そ
れ
が
決
し
て
新
ら
し
い
の
で
は
な
い
、﹇
中
略
﹈芸
術
は
人
格
の
表
現
で
あ
る
、
個
人
々
々
、
皆
相
異
な
つ
て
こ
そ
、
其
処
に
真
価
が
発
揮
さ
れ
る
の
だ
、﹇
註
12
﹈
　
帰
国
後
の
不
折
に
お
い
て
、
目
先
の
流
行
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
時
代
を
超
え
た
普
遍
性
を
持
つ
絵
画
を
追
求
す
る
姿
勢
は
一
貫
し
て
い
た
。
聖
と
俗
の
区
別
の
な
い
悟
り
の
境
地
を
説
い
た《
廓
然
無
聖
》
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
真
の
価
値
を
否
定
さ
れ
、
ゆ
が
め
ら
れ
た
こ
と
を
嘆
く
男
を
描
い
た《
卞
和
璞
を
抱
い
て
泣
く
》の
よ
う
な
作
品
も
ま
た
、
そ
の
立
場
を
端
的
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
時
代
の
流
行
か
ら
外
れ
た
西
洋
の
歴
史
画
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
引
用
し
な
が
ら
、
中
国
の
故
事
に
あ
る
教
訓
的
主
題
を
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
不
折
は
美
術
界
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。
そ
の
上
で
、
自
ら
の
理
想
と
す
る
独
自
の
芸
術
を
生
み
出
そ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
冒
頭
で
述
べ
た
達
磨
の
不
自
然
な
姿
勢
は
、
単
な
る
失
敗
で
あ
る
と
か
技
術
の
未
熟
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
達
磨
の
身
体
が
観
者
側
に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
意
図
的
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、「
廓
然
無
聖
」
と
説
く
達
磨
の
眼
は
、
梁
の
武
帝
の
み
な
ら
ず
、
当
時
の
画
壇
、
あ
る
い
は
私
た
ち
観
者
に
も
向
け
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。 
（
美
術
課
研
究
員
）
註1 
比
較
的
規
模
の
大
き
な
展
覧
会
は
、
次
の
通
り
。
「
企
画
展 
中
村
不
折 
生
誕
一
五
〇
年
記
念
展
」（
台
東
区
立
書
道
博
物
館
）、「
生
誕
一
五
〇
年 
中
村
不
折
展
」（
信
州
高
遠
美
術
館
）、「
中
村
不
折 
生
誕
一
五
〇
年
記
念 
私
た
ち
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
」（
長
野
県
伊
那
文
化
会
館
）。
2 
原
文
お
よ
び
訳
は
次
を
参
考
に
し
た
。
入
矢
義
高
、
溝
口
雄
三
、
末
木
文
美
士
、
伊
藤
文
生
訳
注『
碧
巌
録（
上
）』岩
波
書
店
、一
九
九
二
年
。
3 
楚
の
国
の
卞
和
が
山
中
で
発
見
し
た
宝
石
の
原
石
を
国
王
に
献
上
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
た
だ
の
石
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
罰
を
受
け
た
。
不
折
は
、
真
実
が
歪
め
ら
れ
た
こ
と
を
嘆
き
悲
し
む
卞
和
の
姿
を
描
い
た
。
4 
荒
屋
鋪
透
は
、
不
折
に
お
け
る
ロ
ー
ラ
ン
ス
の
影
響
を
、
両
者
の
作
品
を
比
較
し
つ
つ
詳
し
く
分
析
し
て
い
る（
荒
屋
鋪
透「
画
家
、
中
村
不
折
再
考
│
フ
ラ
ン
ス
最
後
の
歴
史
画
家
ジ
ャ
ン
＝
ポ
ー
ル
・
ロ
ー
ラ
ン
ス
と
の
交
流
を
め
ぐ
っ
て
│
」『
中
村
不
折
秀
作
集
』新
葉
社
、
二
〇
〇
二
年
、
二
一
〇
│
二
二
七
頁
）。
そ
の
中
で
、
不
折
の
達
磨
を
ロ
ー
ラ
ン
ス《
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
の
煽
動
者
》
（
一
八
八
七
年
、
オ
ー
ギ
ュ
ス
タ
ン
美
術
館
蔵
）に
描
か
れ
た
修
道
士
の
姿
と
重
ね
て
い
る
。
5 
中
村
不
折「
仏
国
画
伯
ロ
ー
ラ
ン
ス
氏
」『
画
界
漫
語
』服
部
書
店
、一
九
〇
六
年
、
九
四
│
九
五
頁
。
6 
満
谷
国
四
郎「
人
物
と
風
景
」（
特
集「
中
村
不
折
」
の
う
ち
）『
中
央
美
術
』第
七
巻
第
一
一
号（
帝
展
号
）、日
本
美
術
学
院
、一
九
二
一
年
十
一
月
、一
五
九
頁
。
カ
ッ
コ
内
は
引
用
者
に
よ
る
。
傍
点
は
原
文
通
り
。
以
下
同
。
7 
雪
堂「
大
正
博
美
術
館
雑
評
」『
美
術
新
報
』第
十
三
巻
第
七
号
、
画
報
社
、一
九
一
四
年
五
月
、二
九
頁
。
8 
山
梨
俊
夫『
描
か
れ
た
歴
史
　
日
本
近
代
と「
歴
史
画
」の
磁
場
』ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、二
〇
〇
五
年
、三
四
三
頁
。
9 
川
路
柳
虹「
帝
展
洋
画
評
」『
中
央
美
術
』第
七
巻
第
十
一
号
、
五
四
頁
。「
こ
の
絵
」と
は
、
第
三
回
帝
国
美
術
院
展
覧
会
に
不
折
が
出
品
し
た《
磨
崖
》の
こ
と
を
指
す
。
10 
中
村
不
折「
個
性
と
気
分
」『
み
づ
ゑ
』第
一
九
六
号
、
春
鳥
会
、一
九
二
一
年
六
月
、
五
頁
。
11 
中
村
不
折「
絵
画
と
品
格
」『
絵
画
叢
誌
』第
三
二
七
号
、
東
陽
堂
、一
九
一
四
年
十
月
、一
頁
。
読
点
は
原
文
通
り
。
12 
中
村
不
折「
所
謂
新
ら
し
き
絵
」『
絵
画
叢
誌
』第
三
二
九
号
、
東
陽
堂
、一
九
一
五
年
一
月
、
四
│
五
頁
。
※
引
用
に
あ
た
り
、
旧
仮
名
遣
は
原
文
通
り
と
し
、
漢
字
は
新
字
体
に
改
め
た
。
